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決 算 報 告 書

国立大学法人 横浜国立大学
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（様式２）

平成２２年度 決算報告書

国立大学法人横浜国立大学

（単位：百万円）

区分 予算額 決算額 差 額 備 考

（決算－予算）

収入

運営費交付金 ８，３８５ ８，３８５ －

施設整備費補助金 １，４５２ １，１８９ △２６２ （注１）

船舶建造費補助金 － － －

補助金等収入 ５８３ ７６３ １７９ （注２）

国立大学財務・経営センタ ４７ ４５ △２ （注３）

ー施設費交付金

自己収入 ５，９６３ ６，２８５ ３２２

授業料、入学料及び検定 ５，８５４ ５，９３９ ８５ （注４）

料収入

附属病院収入 － － －

財産処分収入 － － －

雑収入 １０９ ３４５ ２３７ （注５）

産学連携等研究収入及び寄 １，８０６ １，７１６ △８８ （注６）

附金収入等

引当金取崩 － ０ ０

長期借入金 － － －

貸付回収金 － － －

承継剰余金 － － －

旧法人承継積立金 － － －

目的積立金取崩 － ２６３ ２６３ （注７）

計 １８，２３６ １８，６４９ ４１３

支出

業務費 １４，３４８ １４，４３４ ８７

教育研究経費 １４，３４８ １４，４３４ ８７ （注８）

診療経費 － － －

施設整備費 １，４９９ １，２３４ △２６４ （注９）

船舶建造費 － － －

補助金等 ５８３ ７７３ １９０ （注１０）

産学連携等研究経費及び寄 １，８０６ １，３９９ △４０６ （注１１）

附金事業費等

貸付金 － － －

長期借入金償還金 － － －

国立大学財務・経営センタ － － －

ー施設費納付金

計 １８，２３６ １７，８４２ △３９４

収入－支出 ０ ８０７ ８０７
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○予算と決算の差異について

（注１）平成２２年度施設整備費補助金の計画変更承認により２６２百万円の減少となっ

ています。

（注２）前年度末時点で未収金であった革新的実用原子力技術開発費補助金の入金、科学

技術振興調整費が受託研究から補助金に切り替わったこと、並びに２２年度にお

ける新規採択の増等により、１７９百万円の増加となっています。

（注３）平成２２年４月１日付交付決定通知額が、年度計画作成時点での見積額よりも２

百万円の減少となっています。

（注４）入学料収入が４４百万円の増加、授業料収入が３４百万円の増加、検定料収入が

６百万円増加の計８５百万円の増加となっています。

（注５）科学研究費補助金間接経費等の収入、特許料収入及び有価証券利息収入等の増加

により、２３７百万円の増加となっています。

（注６）寄付金収入が９８百万円の減少、受託研究収入が１３１百万円の減少、共同研究

が６１百万円の減少、受託・共同事業収入が１０４百万円の減少、一方で前年度

以前の収入を財源として受託・共同研究収入が３８百万円の増加、寄附金収入が

２６９百万円の増加、計８８百万円の減少となっています。

（注７）期中において前中期目標期間繰越積立金の承認を受けたことにより、２６３百万

円の増となっています。

（注８）人件費については雇用見送り、人事院勧告による支出減及び退職者が見込みより

も少なかったことにより７８０百万円の減少、期中において人件費の減少分を教

育環研究境の整備・改善充実に充当したことにより物件費が６０３百万円の増

加、（注７）により、前中期目標期間繰越積立金取崩額の増加による２６３百万

円の増加、計８７百万円の増加となっています。

（注９）（注１）及び（注３）により２６４百万円の減少となっています。

（注１０）（注２）による理由により１９０百万円の増加となっています。

（注１１）（注６）記載の収入減により４０６百万円の減少となっています。


